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1　 問題の 所在 と目的

　室 内にお い て プ リズ ム の 分光な どを行 う際

に懐 中電灯 な ど通 常 の 白色 光源 を用 い る とス

ペ ク トル の分解が うま く行 えな い
。

レ
ーザー

光

は平行で あるが、単色 の もの が多 い
。 室内 の 実

験で 簡単に使用 で きる 白色 の 平行光 の 開発 を

目的と し た研究を行 っ た 。

2　 光源の 開発

　懐 中電灯で は、パ ラボ ラ構造 の 反射鏡と電 球

の 組 み合 わせ に よ り疑似的 に平行光を作 り出

して い る 。 こ の 方式で は、電球 自体 に大き さが

あるた め、光の 波数 ベ ク トル の 方向が不揃い と

な り、理 想的な平行光 とは な らない 。我 々 は 理

想的な点光源 に近 づ け るた めに 、2 っ の 方式 の

試作 を行 っ た 。 方式 1 は、発光体の LED の 直後

に ピ ン ホ ー
ル を配置 し、透過 して くる光を レ ン

ズ に よ り平行光にす るもの （図 1）で 、方式 2
は ス ペ イ シ ャ ル フ ィ ル タ

ー
を用い て 空間的な

モ ー ドを整える方式で あ る 。　 （図 2 ）

ル 径 500μ m で は干渉縞は観測 され ず、200
、

100μ m で は観測 され た。
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図 2 ：方 式 2

3 　光源の評価

　光源 を光 の 強度、平行度 とい う観点で 評価し

た。強度に 関 し て は 、ピ ン ホ
ー

ル の 位置を基準

として 、そ こ か ら
一

定距離に お け る強度を測定

した 。 2 つ の 方式 に つ い て の測 定結果の
一

部を

表 1 と 2 に示 す 。 表 1は方式 1の 結果 で 、
ピ ン

ホ
ー

ル 径 200 μ m における強度 の レ ン ズ の 焦 点

距離依存性で あ る。 表 2 は 、10 倍 の 顕微鏡 レ

ン ズ を 2 個使用 した方 式 2 の 測定であ り、強度
の ピ ン ホ

ー
ル 径依存性の 結果で ある。

　平行度の評価にっ い て は 、ヤ ン グの 干渉縞 の

鮮明度で 検証 した。光源か ら離れた 点では 、
レ

ーザー光 を用 い た 実験
1 ）が 有効 で あ るが 、 平

行度の 高い も の で あれ ば、白色光で も観測可 能
と考 え た

。 そ の 結果 、 どちらの方式 もピ ン ホ
ー

30cm 500m
　 　 　 　 　 測 定 位 置

レ ン ズ 焦 点

　 （mm ） 強 度 （mV ） 強 度 （mV ）

50 211 440

30 465 455
25 455 432

対 物 レ ン ズ 　 x4 253 236

対 　 レ ン ズ 　× 10 443 438

表 1 ：方式 1 の 光 強度 の レ ン ズ 焦 点 距離依存性

30cm 50cm　　　　　　　　測 定 位 置

ピ ン ホ ー
ル 至

（μ m ）
強 度 （mV ） 強 度 （mV ）

500 443 313
200 423 370
100 182 181

表 2 ： 方式 2 の 光強度 の ピ ン ホ
ー

ル 径依存性

4 　 考　察

　測定結果をみ る と、光強度 に関 して は、光学

系を正確 に組み上 げる こ とに よ り、両方式 と も

条件に よ っ ては 、ほぼ 同等 の 結果 が得 られ る 。

ま た 、 平行度に 関 して は 200 μ m 以下 の 直径 の

ピ ン ホ
ー

ル を用 い る 必要 が あ る こ とが わか っ

た 。 学校現場にお い て は、原理 の 理解の しやす

さ 、 部品 の 調達も含 めた組 み立 てやす さとい う

観点か らの 検討 も必要 と考 え られ る。

5　 ま とめ

　今 回の 実験を通 して、白色の 平行光源 を作製

す るための 条件 が得られ た 。 今後、さらに改良

を加 え、よ り平行光に近 い 白色光源 を開発する

とと もに、学校現場で も簡 単に作製で きる物 を

開発 し て い く。また、授業実践な どを行い 、使

い 勝 手 に つ い て の 評 価や学生 、生 徒の 反応な ど

を調 べ て い く予 定で あ る 。
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